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10
月
２
日
（
月
）
は
、
固
定
資
産
税

（
３
期
）
及
び
国
民
健
康
保
険
税
（
３

期
）
の
納
期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

◎
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
督
促
状
が
送
付
さ
れ
、
督
促

手
数
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。 

□
問
合
せ
先 

 
税
務
会
計
課 

収
納
係 

 
℡ 
74-

２
１
１
４
（
内
線
１
２
４
）

    

青
森
県
で
は
、「e

L
TA
X

」
を
利
用
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
法
人
県

民
税
・
法
人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業

税
の
申
告
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自

宅
・
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
告

で
き
る
、
電
子
申
告
に
関
連
し
た
申

請
・
届
出
の
手
続
き
も
で
き
る
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

 

詳
し
く
は
「eL

T
A
X

」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

h
t
t
p
s
:
//
w
w
w
.
e
l
ta
x.
l
t
a
.
g
o
.j
p

/

）
ま
で
。 

□
問
合
せ
先 

 

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部 

課
税
課 

℡ 

０
１
７
３-

34-

２
１
１
１ 

     

10
月
２
日
か
ら
本
格
開
始
す
る
新

し
い
ゴ
ミ
の
分
け
方
に
つ
い
て
、
６
月

に
毎
戸
配
布
し
た
、
『
分
別
の
手
引
き

（
冊
子
）』
と
『
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
（
ポ
ス
タ
ー
）
』
に
沿
っ
て
分
別
す
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

□
問
合
せ
先 

 

町
民
課 

℡ 

74-

２
１
１
５ 

  

   

     

「
ご
当
地
チ
ャ
イ
ム
」
と
は
、
地
域

に
ゆ
か
り
の
あ
る
曲
や
根
付
い
て
い

る
曲
を
防
災
行
政
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
か
ら
時
報
と
し
て
鳴
動
す
る
も
の

な
ど
を
指
し
ま
す
が
、
こ
の
度
、
深
浦

町
観
光
特
使
と
し
て
も
ご
活
躍
中
の

近
藤
金
吾
さ
ん
ら
が
作
詞
・
作
曲
を
さ

れ
た
「
深
浦
慕
情
」
を
、
10
月
１
日
（
日
） 

か
ら
、
毎
日
夕
方
５
時
の
「
ご
当
地
チ

ャ
イ
ム
」
と
し
て
放
送
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。 

 

「
深
浦
慕
情
」
に
は
、
深
浦
町
の
情

景
を
愛
お
し
く
思
う
気
持
ち
な
ど
が

込
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
へ
の
愛
情
を

語
り
継
ぐ
深
浦
町
に
相
応
し
い
曲
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
音
源
の
入
替
作
業
の
た
め
、

９
月
29
日
（
金
）
と
９
月
30
日
（
土
）

の
夕
方
５
時
の
チ
ャ
イ
ム
は
、
一
時
的

に
「
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
鐘
」
に

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

□
問
合
せ
先 

 

総
合
戦
略
課 

 

℡ 

74-

２
１
２
２ 

納納
税税
のの
おお
知知
らら
せせ  

夕夕
方方
５５
時時
のの
時時
報報
がが  

「「
ごご
当当
地地
チチ
ャャ
イイ
ムム
」」
にに
！！ 

法法
人人
県県
民民
税税
・・
法法
人人
事事
業業
税税
・・

特特
別別
法法
人人
事事
業業
税税
のの
申申
告告
にに

はは
電電
子子
申申
告告
がが
便便
利利 

新新
しし
いい
ゴゴ
ミミ
のの
分分
別別
にに  

ごご
協協
力力
おお
願願
いい
しし
まま
すす 



 
 
  

広報ふかうら（お知らせ版）② 
    

町
は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
が
各
分
析

機
関
で
土
壌
分
析
診
断
を
行
っ
た
際

の
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

助
成
金
を
活
用
し
て
、
土
壌
分
析
診

断
に
よ
る
土
づ
く
り
や
、
適
正
施
肥
に

よ
る
肥
料
コ
ス
ト
の
抑
制
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
！ 

◆
助
成
額 

 

１１
検検
体体
にに
つつ
きき
１１
，，
００
００
００
円円  

（
料
金
が
１
，
０
０
０
円
未
満
の
場
合

は
当
該
料
金
の
額
） 

◆
助
成
対
象
者 

 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
深
浦

町
暴
力
団
排
除
条
例
に
違
反
し
な
い

こ
と 

◆
申
請
方
法 

 

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

載
の
う
え
必
要
書
類
を
添
付
し
、
役
場

農
林
水
産
課
ま
た
は
最
寄
り
の
役
場

支
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
（
役
場
農

林
水
産
課
へ
の
郵
送
可
） 

・
申
請
書
の
様
式
は
、
役
場
農
林
水
産

課
ま
た
は
最
寄
り
の
役
場
支
所
に
備

え
付
け
の
も
の
を
ご
使
用
い
た
だ
く 

か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
必
要
書
類 

①
申申
請請
書書 

②
土
壌
分
析
診
断
料
金
の
領領
収収
書書
のの
写写

しし ③
通通
帳帳
のの
写写
しし
（
名
義
や
口
座
番
号
の

わ
か
る
部
分
） 

④
土
壌
分
析
診
断
結
果
を
記
載
し
た

書
類
（（
土土
壌壌
診診
断断
書書
））
のの
写写
しし 

・
申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。 

□
問
合
せ
先 

 
農
林
水
産
課 

農
業
振
興
係 

℡ 
74-

４
４
１
１ 

     

当
調
査
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
観

光
に
対
す
る
考
え
方
や
思
い
を
知
る

た
め
の
も
の
で
す
。
頂
い
た
回
答
は
、

津
軽
地
域
の
観
光
促
進
の
た
め
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◆
特 

典 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
、
３
か
月
ご
と

に
15
名
様
へ
津
軽
地
域
の
特
産
品
セ

ッ
ト
（
３
，
０
０
０
円
相
当
）
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。 

※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
実
施
期
間

内
で
お
一
人
様
１
回
ま
で
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

◆
調
査
期
間 

 

令
和
５
年
９
月
～ 令

和
６
年
３
月
末 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
応

募
は
コ
チ
ラ
か
ら     

□
問
合
せ
先 

（
一
社
）C

la
n
P
E
O
N
Y

津
軽 

℡ 

０
１
７
２-

88-

６
０
９
０ 

ﾒｰﾙ 
c
p
t
s
u
ga
ru
@
g
m
a
i
l
.c
om
 

    

 

青
森
県
と
青
森
県
精
神
保
健
福
祉

協
会
で
は
、
地
域
の
方
々
、
精
神
保
健

福
祉
関
係
者
及
び
障
害
者
の
参
加
の

も
と
、
精
神
保
健
福
祉
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者

が
と
も
に
地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
、
あ
わ
せ
て
、
地
域
住

民
の
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
、
県
内
各

地
で
「
青
森
県
精
神
保
健
福
祉
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
弘
前
市
で
開
催
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◆
日 

時 

 

10
月
４
日
（
水
） 

12
：
45
～
15
：
40 

◆
場 

所 

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー 

（
弘
前
市
下
白
銀
町
19-

４
） 

◆
内 

容 

 

大
会
テ
ー
マ
『
み
ん
な
で
め
ざ
そ
う 

こ
こ
ろ
の
健
康
』 

～
よ
り
良
い
支
援
の
あ
り
方
を
考
え

る
～ 

◆
そ
の
他 

入
場
無
料
で
す
が
事
前
の
申
し
込

み
（
お
名
前
、
人
数
、
連
絡
先
）
が
必

要
で
す
。 

□
問
合
せ
・
申
込
先 

青
森
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
事
務

局
（
青
森
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
） ℡ 

０
１
７-

７
８
７-

３
９
５
１ 

FAX 

０
１
７-

７
８
７-

３
９
５
６ 

 

第第
6644
回回
青青
森森
県県
精精
神神
保保
健健

福福
祉祉
大大
会会
のの
おお
知知
らら
せせ  

住住
民民
観観
光光
意意
識識
調調
査査
へへ
のの  

ごご
協協
力力
のの
おお
願願
いい  

土土
壌壌
分分
析析
診診
断断
のの  

費費
用用
をを
助助
成成
しし
まま
すす
！！  
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認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
脳
の
機

能
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪

く
な
っ
た
り
す
る
た
め
に
様
々
な
障

害
が
起
こ
り
、
生
活
す
る
う
え
で
支
障

が
出
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
認
知
症
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
脳
の
病
気
で
す
。 

 

認
知
症
は
早
期
対
応
で
、
適
切
な
治

療
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
診
察
後
の
生

活
の
質
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

 

「
話
が
か
み
合
わ
な
い
こ
と
が
多
い

な
」
、「
前
か
ら
も
の
忘
れ
が
あ
っ
た
け

ど
、
最
近
多
い
な
。」
等
と
感
じ
た
ら
、

か
か
り
つ
け
医
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。 

◎◎
深深
浦浦
町町
地地
域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

はは
、、
高高
齢齢
者者
のの
困困
りり
ごご
とと
をを
相相
談談
でで
きき

るる
窓窓
口口
でで
すす
。。  

 

認
知
症
に
つ
い
て
の
心
配
や
介
護

の
お
悩
み
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

◆
相
談
時
間 

平
日
８
時
15
分
～
17
時 

※
年
末
年
始
お
よ
び
祝
祭
日
を
除
く 

◆
場 

所 

深
浦
町
広
戸
字
家
野
上
１
０
４-

１

（
深
浦
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

□
問
合
せ
先 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡ 

74-

４
４
２
１ 

    
10
月
３
日
（
火
）
、
役
場
文
化
ホ
ー

ル
お
い
て
「
深
浦
エ
コ
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。 本

公
開
講
座
で
は
、
弘
前
大
学
の
髙

瀬
雅
弘
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
「
深
浦

の
開
拓
地
の
記
憶―

戦
後
を
切
り
拓

い
た
人
び
と―

」
と
題
し
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。 

申
込
み
や
受
講
料
は
不
要
で
あ
り
、

ま
た
、
深
浦
町
の
歴
史
な
ど
を
聞
く
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
方
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま

す
。 

◆
講
演
概
要 

今
か
ら
75
年
前
、
深
浦
の
地
に
新
た

な
生
活
の
場
を
求
め
、
山
に
入
り
、
原

野
を
切
り
拓
い
た
人
び
と
が
い
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
手
で
木
を
伐
り
、
鍬
を

ふ
る
い
、
厳
し
い
冬
の
寒
さ
に
耐
え
る

と
い
う
暮
ら
し
は
、
生
き
る
た
め
の
戦

い
で
し
た
。
戦
争
や
戦
後
と
い
う
時
代

が
遠
く
な
る
な
か
で
、
開
拓
地
を
生
き

た
人
び
と
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
現
在
と

未
来
を
生
き
る
人
び
と
へ
と
受
け
継

ぎ
ま
す
。 

◆
日 

時 

 

10
月
３
日
（
火
） 

13
時
30
分
～
15
時 

◆
会 

場 

役
場
１
階 

町
民
文
化
ホ
ー
ル 

（
13
時
か
ら
入
場
可
能
） 

◆
講 

師 

弘
前
大
学
教
育
学
部 

 

教
授 

髙
瀬
雅
弘 

◆
主 

催 

弘
前
大
学
、
深
浦
町
、
深
浦
エ
コ
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス 

◆
そ
の
他 

申
込
み
及
び
受
講
料
は
不
要 

□
問
合
せ
先 

 

総
合
戦
略
課 

℡ 

74-

２
１
２
２ 

    

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
過
労

死
等
防
止
啓
発
月
間
」
と
定
め
、
過
労

死
等
を
な
く
す
た
め
、
以
下
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

〇
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
に
よ
る
周
知
・
啓

発
の
実
施
、
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど

に
向
け
た
重
点
的
な
監
督
指
導
な
ど

を
行
う
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
。 

〇
10
月
か
ら
、
委
託
事
業
で
過
重
労
働

解
消
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ

イ
ン
な
ど
に
よ
り
開
催
。
無
料
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

→

詳
し
く
は
「
過
重
労
働
解
消
の
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
」
で
検
索
。 

□
問
合
せ
先 

 

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署 

労
働
時
間
相
談
・
支
援
班 

℡ 

０
１
７
３-

35-

２
３
０
９ 

 

「「
認認
知知
症症
かか
もも
？？
」」
とと  

心心
配配
にに
なな
っっ
たた
らら  

相相
談談
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい  

深深
浦浦
エエ
ココ
ササ
テテ
ララ
イイ
トト  

キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
公公
開開
講講
座座
をを  

開開
催催
しし
まま
すす  

1111
月月
はは
「「
過過
労労
死死
等等
防防
止止

啓啓
発発
月月
間間
」」
でで
すす  
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市
町
村
と
連
携
し
て
生
活
再
建
相

談
事
業
を
行
っ
て
い
る
消
費
者
信
用

生
活
協
同
組
合
に
よ
る
無
料
相
談
会

で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
弁
護
士
が
お

金
や
暮
ら
し
に
関
す
る
悩
み
な
ど
に

つ
い
て
、
丁
寧
に
聴
き
取
り
し
、
一
緒

に
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ま
す
。 

◆
日 

時 

９
月
30
日
（
土
）
10
時
～
16
時 

◆
場 

所 

弘
前
市
民
文
化
交
流
館
（
ヒ
ロ
ロ
３

Ｆ
、
多
世
代
交
流
室
Ａ
、
Ｂ
） 

◆
対
象
の
相
談 

①
お
金
の
問
題
（
多
重
債
務
問
題
な

ど
）
、
②
遺
産
相
続
、
③
不
動
産
売
買
、

④
税
金
等
公
共
料
金
の
滞
納
、
⑤D
V

・

離
婚
問
題
、
⑥
そ
の
他
く
ら
し
に
関
す

る
悩
み
事 

◆
相
談
料 

無
料
。
た
だ
し
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。 

□
予
約
・
問
合
せ
先 

信
用
生
協 

弘
前
事
務
所 

℡ 

０
１
２
０-

１
０
２-

３
５
４ 

    ◆
日 

時 

10
月
26
日
（
木
）
15
時
～
16
時 

◆
場 

所 

①
弘
前
大
学
医
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

②
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
「
脳
卒

中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

内
で
実
況
中
継 

③Z
O
O
M

に
て
配
信 

◆
内 
容 

①
「
脳
卒
中
を
予
防
す
る
お
食
事
」

講
師
：
管
理
栄
養
士 

嶋
﨑 

真
樹
子

②
「
脳
卒
中
と
お
薬
の
付
き
合
い
方
」

講
師
：
薬
剤
師 

大
久
保 

翔 

③
個
別
相
談
会
（
希
望
者
の
み
）
メ
ー

ル
や
お
電
話
で
も
ご
相
談
で
き
ま
す 

参
加
・
相
談
と
も
に
無
料 

◆
定 

員 

現
地
開
催
・Z

O
O
M
 

各
１
０
０
名 

◆
申
込
方
法 

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
県
民
公
開
講
座

参
加
申
し
込
み
」
か
ら 

②
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
内
登
録
フ
ォ

ー
ム
か
ら 

③
お
電
話
、
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み 

    

□
問
合
せ
先 

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

 

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー ℡ 

０
１
７
２-

39-

５
４
５
９ 

ﾒｰﾙ 
n
o
u
s
h
i
n
ce
n
t
e
r
@
h
ir
os
a
k
i
-

u
.
a
c
.
j
p 

            
平
川
市
出
身
、
青
森
市
在
住
の
彫
刻

家
・
竹
村
松
博
氏
。
29
歳
の
頃
、
彫
刻

と
出
合
い
、
44
年
に
渡
り
彫
り
続
け
て

き
た
生
粋
の
彫
刻
家
で
す
。 

日
本
美
術
展
覧
会
で
多
く
の
入
選

歴
を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
中
心
に

等
身
大
を
含
め
た
21
点
の
木
彫
作
品

を
展
示
し
ま
す
。 

滑
ら
か
な
質
感
と
穏
や
か
で
優
し

さ
溢
れ
る
竹
村
氏
の
作
品
を
是
非
ご

鑑
賞
下
さ
い
。 

町
民
の
皆
様
は
、
入
館
料
が
無
料
で

す
。 

◆
開
催
期
間 

９
月
16
日
（
土
）
か
ら
11
月
５
日

（
日
）
ま
で 

◆
開
催
時
間 

８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で 

◆
休 

館 

日 

月
曜
日 

（
月
曜
が
祝
日
の
と
き
は
翌
日
） 

□
応
募
・
問
合
せ
先 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
美
術
館 

℡ 

74-

３
８
８
２ 

 

「「
解解
決決
のの
糸糸
口口
をを
見見
つつ
けけ

にに
行行
ここ
うう
！！
」」
相相
談談
会会  

第第
２２
回回
青青
森森
県県  

  

県県
民民
公公
開開
講講
座座  

申
込
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

深深
浦浦
町町
美美
術術
館館
企企
画画
展展
ⅢⅢ  

「「
竹竹
村村
松松
博博
彫彫
刻刻
展展
」」
をを

開開
催催
しし
まま
すす  



 
  

     

犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
う
さ
ぎ
ふ
れ

あ
い
体
験
、
乗
馬
体
験
、
工
作
コ
ー
ナ

ー
、
動
物
の
お
医
者
さ
ん
な
り
き
り
体

験
ほ
か 

◆
日 

時 

 

９
月
23
日
（
土
）
・
24
日
（
日
） 

10
時
～
16
時 

◆
場 

所 

 

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー 

（
青
森
市
宮
田
玉
水
１
１
９-

１
） 

□
問
合
せ
先 

 

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー 

℡ 

０
１
７-

７
２
６-

６
１
０
０ 

   

 

◆
日 

時 

 

10
月
12
日
（
木
）
～ 

約
３
週
間 

 

毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日 

19
時
か
ら

◆
場 

所 

 

深
浦
町
民
体
育
館 

◆
参
加
資
格 

 

町
内
に
居
住
・
勤
務
し
て
い
る
者 

広報ふかうら（お知らせ版）⑤ 

◆
参
加
料 

 

１
チ
ー
ム 

３
，
０
０
０
円 

◆
チ
ー
ム
構
成 

 

監
督
１
名 

コ
ー
チ
１
名 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
名 

選
手
12
名
以
内
で
構
成 

（
男
女
混
合
可
） 

◆
競
技
方
法 

（
１
）
６
人
制
と
し
、
リ
ー
グ
戦
方
式
、

３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
と
す
る 

（
２
）
２
０
２
３
年
度
日
本
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
制
定
ル
ー
ル 

（
３
）
ネ
ッ
ト
の
高
さ 

２
ｍ
35
㎝ 

（
４
）
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
25
点
先
取
と

す
る 

◆
申
込
締
切 

 

９
月
29
日
（
金
）
ま
で 

□
問
合
せ
・
申
込
先 

 

体
育
協
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

佐
藤 

℡ 

74-

２
１
１
３ 

FAX 

74-

４
４
１
５ 

 

 

    

町
で
は
、
主
な
制
度
や
手
続
き
な
ど

の
行
政
情
報
や
観
光
情
報
を
盛
り
込

ん
だ
「
深
浦
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
、

（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
共
同

に
よ
り
令
和
６
年
１
月
に
発
行
す
る

予
定
で
す
。 

「
深
浦
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
に
掲

載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
広

告
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。 

な
お
、
広
告
を
募
る
た
め
、（
株
）
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
の
社
員
が
町
内
事
業
所

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

□
問
合
せ
先 

 

①
広
告
に
つ
い
て 

（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
青
森
支
店 

℡ 

０
１
７-

７
７
５-

３
６
２
３ 

②
「
深
浦
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
に
つ

い
て 

 

総
合
戦
略
課 

℡ 

74-
２
１
２
２ 

 

     

子
ど
も
た
ち
の
声
を
受
け
と
め
る

電
話
等
の
「
受
け
手
」
を
養
成
す
る
た

め
の
講
座
で
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

は
、
多
く
の
方
の
協
力
の
も
と
、
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
受
講
対
象 

①
受
け
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す

る
方
（
19
歳
以
上
） 

②
受
け
手
は
難
し
い
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド

ラ
イ
ン
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
方 

◆
講
座
費
用 

 

全
10
回 

８
，
０
０
０
円 

◆
申
込
方
法 

 

10
月
３
日（
火
）
ま
で
に
左
記
のU

R
L

ま
た
は
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

申
込U

R
L

： 

f
o
r
m
s
.
g
le
/q
R
g
L
2
3
L
pC
Ak
S
y
1
u
k
9 

□
問
合
せ
先 

 

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
ひ
ろ
さ
き 

副
代
表 

柴
田
学
園
大
学
准
教
授 

小
野 

昇
平 

ﾒｰﾙ 
s
-
o
n
o
@s
hi
b
a
t
a
.
a
c.
jp
 

動動
物物
愛愛
護護
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

楽楽
しし
くく
学学
ぼぼ
うう
動動
物物
のの
ここ
とと 

第第
1155

回回
深深
浦浦
町町
町町
民民
ナナ
イイ

タタ
ーー
ババ
レレ
ーー
ボボ
ーー
ルル
大大
会会  

参参
加加
チチ
ーー
ムム
大大
募募
集集
！！
！！ 

深深
浦浦
町町
暮暮
らら
しし
のの
便便
利利
帳帳
のの

広広
告告
をを
募募
集集
しし
まま
すす 

受受
けけ
手手
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア  

養養
成成
講講
座座
をを
開開
催催
しし
まま
すす 
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令和５年度農林⽔産関連物価⾼騰等対策事業 
 県では、コロナ禍における原油や原材料価格の⾼騰に加え、電気料⾦の急騰に対応し、経営の継続・発展
に取り組む農林漁業者等を、９つのタイプにより⽀援（１／２補助）します。 

①施設設備等⽀援タイプ 
県産農林⽔産物等の集出荷貯蔵施設や加⼯処理施設等において、電気料⾦など

の経営コストの低減を図るために⾏う設備等の更新や導⼊、改修等を⽀援 

②肥料コスト低減⽀援タイプ 
肥料コストの低減を図るために必要な⼟壌・堆肥分析機器や、⽼朽化した堆肥製造

施設の機能強化、ペレット堆肥製造機等の導⼊を⽀援 

③施設園芸等⽀援タイプ 
施設園芸野菜、花き、ぶどう、おうとう及び林業⽤種苗の⽣産に係る資材価格や電気

料⾦の⾼騰による負担を軽減するため、耐雪型パイプハウスや、ハウス内の環境制御装
置、ハウスの⾃動開閉装置、⾃動かん⽔・施肥装置、LED 電照装置等の導⼊を⽀援 

④りんご⽣産資材⽀援タイプ 
りんごのわい化栽培等の省⼒的栽培の導⼊に係る資材価格の⾼騰の影響が⼤きい

⽀柱やトレリスの導⼊を⽀援 

⑤畜産経営持続化⽀援タイプ 
酪農経営負担軽減対策︓ 

酪農経営に係る経費負担を軽減するため、電気料⾦の⼀部を定額補助 

県産粗飼料安定供給対策︓ 
輸⼊飼料の⾼騰に対応するため、公共牧場における草地更新を⽀援 

⑥スマート農業機械等導⼊⽀援タイプ 
⾼齢化や後継者不⾜による労働⼒不⾜、原材料や燃油等の⾼騰に

よる経営の悪化等に対応し、低コスト・省⼒化に取り組むために必要とな
る農業機械等の導⼊を⽀援 

⑦りんご栽培機械化⽀援タイプ 

りんごの普通栽培を⾏う⽣産者等が経営を継続・発展するために必要
な作業効率向上や省⼒化に資するスマート農業機械等の導⼊を⽀援 

⑧稲発酵粗飼料利⽤拡⼤タイプ 
物価・飼料⾼騰等に対応し、県産飼料の利⽤拡⼤を図るため、稲発

酵粗飼料の収穫・調製に必要な機械の導⼊を⽀援 

⑨循環型林業推進タイプ 
⽣業としての林業を維持し循環型林業を確⽴するため、素材⽣産性の向上を

図る⾼性能林業機械の導⼊⽀援を⾏うほか、⽊質バイオマスの利活⽤を推進す
るため、⽊質チップの加⼯に必要なチッパーの導⼊に係る経費を⽀援 

補助対象、補
助上限額、採択
要件など事業の詳
細については、県
の HP 等に掲載さ
れているパンフレッ
トをご覧ください。 
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①〜④、⑥、⑦の⽀援タイプについてのお問合せ先・・・ 

⻄北地域県⺠局地域農林⽔産部 五所川原合同庁舎 

〒037-0046（五所川原市栄町 10） 

①と②のタイプ  ︓農業普及振興室 企画班（0173-34-2111）内線 235 

⑥のタイプ    ︓農業普及振興室 経営・担い⼿班（0173-34-2111）内線 245  

③と④と⑦のタイプ︓りんご農産課（0173-34-2111）内線 238 
 
①、③のうち林業に関わるもの及び⑤、⑧、⑨の⽀援タイプについてのお問合せ先・・・ 

 ⻄北地域県⺠局地域農林⽔産部 鰺ヶ沢庁舎 

 〒038-2761（鰺ヶ沢町⼤字舞⼾町字鳴⼾ 384-37） 

 ⑤と⑧のタイプ      ︓畜産課（0173-72-6612） 

 林業に関わる①と③のタイプ︓林業振興課（0173-72-6613） 

 ⑨のタイプ        ︓林業振興課（0173-72-6613） 

 

（事業に関する県ホームページ URL） 
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/nosui/r5_bukkakoutoutoutaisaku.html 
 
 
 
 
 

取り扱い：深浦町役場 農林⽔産課 農業振興係 
（電話：０１７３−７４−４４１１） 

事業の流れ 

お問合せ先 

①要望調査（８⽉３０⽇〜１０⽉ 2 ⽇） 
１０⽉２⽇（必着）までに要望書と必要書類を、下記の提出先に提出してください。 

②採択結果通知等（１０⽉下旬頃） 
要望調査の結果についてお知らせします。採択になった場合は、③以降の⼿続を進めることができます。 

③交付申請（②の後、速やかに） 
県の指⽰に従い、交付申請書を提出してください。これを受けて、県が交付決定通知書を送付します。 

④事業着⼿（交付決定後） 
交付決定前の事業着⼿（⾒積り合わせの依頼、⼊札告知等の⾏為を含む）は、原則認められません。 

⑤事業完了 
機械設備等の納品後、１ヶ⽉以内⼜は３⽉ 31 ⽇のいずれか早い⽇付までに、県へ実績報告書を提出してください。 



  

 

広報ふかうら（お知らせ版）⑧ 

 
 
  
  岩崎住宅 A 号室の入居者を募集しています。入居を希望される方は、下記の内容を確

認のうえ、お申し込みください。 
 
◆住住宅宅のの概概要要 

 
◆募募 集集 戸戸 数数    １戸分（１世帯分） 
 
◆入入 居居 時時 期期    令和５年１０月２日（月）以降の入居 
 
◆申申込込受受付付期期間間    令令和和５５年年９９月月１１５５日日（（金金））かからら令令和和５５年年９９月月２２５５日日（（月月）） 
 
◆入入 居居 資資 格格 ※以下のすべての要件を満たしている必要があります。 

①町内在住または住む予定の方で、公租公課を滞納していないこと 

②夫婦（婚姻予定者含む）、または中学生以下の扶養する子どもと同居する家族 

③入居開始時点で世帯主またはその配偶者が満 45 歳未満 

④家賃を納付できる収入があること 

⑤同居者を含め暴力団員でないこと 

  

◆◆入入居居申申込込方方法法  

  入居申込書に下記書類を添付して役場建設水道課に提出してください。 

   ①入居予定者全員の住民票の写し 
   ②入居予定者全員の収入及び所得を証する書類（令和５年度 所得証明書等） 
   ③入居予定者全員の健康保険被保険者証の写し 
   ④納税証明書（令和４年分 同居者を含む） 
 
◆◆留留 意意 点点  

申込者多数の場合は選考のうえ、入居者を決定します。 

 見学を希望する場合は、下記問い合わせ先までご連絡ください。 

  

 

  

名 称 深浦町定住促進住宅岩崎住宅 

所 在 地 深浦町大字岩崎字松原 44-16（岩崎郵便局向い） 

住宅の構造 木造２階建てメゾネットタイプ集合住宅（4 戸分） 

１戸あたりの間取り ２ＬＤＫ 1・2 階合わせて 26.5 坪（87.8 ㎡） 

主な設備等 
オール電化、浴室乾燥機、冷暖エアコン(各部屋計 3 台)、 

物置（1 坪）、カーポート（2 台分/戸） 

家賃・敷金 家賃：月額 40,000 円  敷金：家賃２か月分（80,000 円） 

<入居申込用紙> 

役場建設水道課・岩崎支所・大戸瀬支所及び 

町ホームページから取得できます！ 

役場ホームページに詳細な情報が掲載されておりますので、必ずご確認ください。

掲載ＵＲＬ：  hhttttppss::////wwwwww..ttoowwnn..ffuukkaauurraa..llgg..jjpp//ffiixxeedd__ddooccss//22002233008822990000001111//  

◆◆問問合合せせ：：役役場場建建設設水水道道課課  管管理理係係（（℡℡00117733--7744--44441133）） 

定定住住促促進進住住宅宅（（岩岩崎崎住住宅宅ＡＡ号号室室））のの入入居居者者をを募募集集ししまますす!!!!  

写真・間取りはこちらから 
確認できます。 



 

広報ふかうら（お知らせ版）⑨ 

  深深浦浦町町秋秋のの軽軽ススポポーーツツフフェェスステティィババルル開開催催！！！！

〇測定内容 【20歳〜64歳までの⽅】【65歳以上の⽅】
・握⼒ ・握⼒
・上体起こし ・上体起こし
・⻑座体前屈 ・⻑座体前屈
・反復横跳び ・開眼⽚⾜⽴ち
・⽴ち幅跳び ・10ｍ障害物歩⾏
・20ｍシャトルラン ・6分間歩⾏

※調査対象は記載の年齢になりますが、どなたでもお気軽に測定することがで
きます！

日 時：令和５年１０月９日（月・祝）9：00～12：00（受付8：30～）

場 所：深浦町民体育館

対 象 者：全町民（小学生以下の参加は保護者同伴とします。）

募集人数：定員３０名

申込方法：電話またはＦＡＸでお申込みください。

申込期限：９月２６日（火）午後５時まで

申 込 先：深浦町教育委員会 社会教育係（TEL 74-4419 FAX 74-3050）

軽スポーツ開催種⽬

参加賞・景品あり

体⼒・運動能⼒調査

誰でも参加OK！参加料無料

○シャフルボード 〇モルック



 

 

広報ふかうら（お知らせ版）⑩ 

性性別別 男男　　・・　　女女 年年齢齢 連連絡絡先先

氏氏名名

ふふりりががなな

住住所所 深深浦浦町町大大字字
氏氏名名

性性別別 男男　　・・　　女女 年年齢齢 連連絡絡先先

深深浦浦町町大大字字

年年齢齢 連連絡絡先先

年年齢齢 連連絡絡先先

ふふりりががなな

住住所所 深深浦浦町町大大字字

住住所所

性性別別 男男　　・・　　女女

ふふりりががなな

住住所所 深深浦浦町町大大字字
氏氏名名

性性別別 男男　　・・　　女女

ふふりりががなな

氏氏名名

年齢を問わず参加できる軽スポーツフェスティバルを開催します！
軽スポーツは、⾝体にあまり負担の少ないスポーツで、どれも簡単な
ものばかりなので、どなたでも楽しめます！
また、同⽇に体⼒・運動能⼒調査も⾏いますので、この機会に親⼦、
夫婦、友⼈同⼠などで体⼒勝負してみませんか？多数のご参加お待ち
しております！

※※当⽇は内履き持参、動きやすい服装でお越しください。

昨年のイベントの様⼦は
こちらのＱＲを読み取って下さい！

軽スポーツを簡単に紹介します！
こちらのＱＲを読み取って下さい！


